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1. 情報を集める

（1）がんを正しく知る、相談する

コチラもCheck!  『がんになったら手にとるガイド』

　症状や検査結果からがんの診断がついた段階で、担当医から検査結
果や診断の説明があります。「医学的な難しいことはわからない」と
言う方がいますが、自分の病気のことです。今後の治療方針を話し合っ
ていく上で、自分で理解していないと、「こんなはずではなかった」と
後悔することがあります。また、「家族に心配はかけたくない」という
声もよく聞きます。しかし、みんなが納得した治療選択をしていくた
めに、担当医との話し合いは自分ひとりで聞くより、頼りになる家族
や友人が可能な限り同席することをおすすめします。
　さらに、十分に時間をかけて話し合うためには、担当医が「忙しそ
う」でも、時間を確保してもらう必要があります。実際に話し合うと
きには、言いたいことを言いそびれないよう、「面談にのぞむときの
質問集」（P10・92）に書き出して、当日それを見ながら話すのも良
い方法です。説明がわかりにくかった場合は、もう一度説明をしてほ
しいと、遠慮せずに担当医に伝えてみてください。担当医に言いにく
い場合は、看護師やがん相談支援センターに相談もできます。
　今後の方針を決める上で大事な要素は、医学的な適応と患者さんの
価値観です。もちろん緊急性が高い際には、患者さんの価値観を聞い
ている時間が取りにくいときもありま
す。しかし、がんの治療方針は、時間を
かけて選べる場合が多いです。納得した
治療を選択できるよう、あなたが大事に
していることを担当医と話し合えるよう
にするのも重要です。

（2）担当医と今後の治療について話し合う
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　セカンドオピニオンとは、納得のいく治療方法を選択できるように、
現在診療を受けている担当医とは別の病院の医師に意見を求めること
です。ここでは、①診断の確認、②治療方針の確認、③その他の治療方
法の確認とその根拠を聞くことができます。担当医と同じ判断となるこ
ともありますが、それでも今の選択が正しいことがわかると、納得して
治療を受ける気持ちになります。ときには医師によってすすめる治療
が違う場合もあります。

（3）セカンドオピニオン

・相談料は医療機関によって費用が異なり、沖縄県内では1万円～2.5
万円、県外では2万円～５万円となっています。（30分～１時間程度）

・セカンドオピニオンは医師を変えること、検査・治療を受けること、転院
することではありません。

・予約の取り方など詳しい情報は、各医療機関にお問い合わせください。

セカンドオピニオンの費用と注意点
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【セカンドオピニオンの流れ】

担当医の診断と治療
方針（ファーストオピ
ニオン）を確認しま
しょう

担当医に、「セカンド
オピニオンを受けた
い」と相談しましょう

セカンドオピニオン
を受けたい医療機関
に申し込み（予約）を
しましょう

セカンドオピニ
オンを取った後
は、担当医に必ず
報告し、その意見
を参考に今後に
ついて相談しま
しょう

診療情報提供書（紹
介状）や検査デー
タ、画像などを担当
医から受け取り、希
望先の医療機関で
セカンドオピニオン
を受けましょう



情報の内容や
選択はよく吟味

しないとね

「＊＊ががんに効く！」
とか、いろんな情報が

あるけど、どれを信じたら
いいのかな？

まずは担当医に
意見を聞いてみるのが

大事だと思うわ
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（5）書籍とインターネットで情報をさがす

15

九州大学病院希少がんセンター
希少がんホットライン


